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1.は じ め に
教 師 が 教 材 を選 択 す る場 合,何 を規 準 に教 材 を選 ん で い る の だ ろ うか ・
お そ ら く,そ の選 択 の基 準 は,書 か れ て い る内 容 と文 章 の難 易 度 に よ る と
い う場 合 が 多 い で あ ろ う。で は,そ の 文 章 の難 易 度 そ の もめ は どの よ うに
して 判 断 して い るの で あ ろ うか。
読 解教材 の難 易 度 を決 定 す る要 素 は 漢 字 ・語 彙 ・文 法 ・構 文 等 い ろ い ろ
あ り,し か も各 々 の 要素 が複 雑 に絡 み 合 っ てい る。 さらに,教 材 の 内容 自
体 も難 易 度 に大 き くか か わ っ て くる。 筆 者 は現 在,そ れ らの 要 素 を個 々 に
分 解 し,要 素 ご との難 易 度 を.コン ピュー タ で 自動 的 に判 定 す るた めの シス
テ ム と して,「 読 解 教 材 の レベル判 定 シ ス テ ム 」 の開 発 を進 め て い る6本'
研 究 はそ の シス テ ムの一 つ と して開 発 した語 彙 の レベ ル 判 定 シス テ ム 「語
彙 チ ェ ッカー 」 を用 い て行 っ た読 解 テ キ ズ トの分 析 結 果 の報 告 で あ る 。
語 彙 チ ェ ッカー は教材 に含 まれ るす べ て の語 彙 の難 易 度 を 日本 語 能 力 試
験 の語 彙 リス トを規 準 に判 定 する もの で あ る。 この チ ニ ッカ ー を用 い る こ
とに よ り,教 師 も学 習者 も 自 らが選 ん だ教 材 内 に どん な レベ ル の語 彙 が ど
の程 度 あ る か を事 前 に容 易 に知 る こ とが可 能 に な る。 さ らに,こ のチ ェ ッ
カ ー は,語 彙 の難 易 度 と教 材 自体 の難 易 度 との 関連 を研 究 す るた め の有 用
な ッー ル と して活 用 可能 で あ るp目
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2.先 行 研 究
コ ン ピニ ー タ を 目本 語 の読 解 教 育 に用 い る試 み はす で に1980年 代 か ら
始 め られ,平 沢 ほ か(1992),加 納(1992)等 にそ の 開 発 の報 告 が あ る。 ま
た,市 販 の読 解 指 導 用 教 材 と して は"UnderstandingWrittenJapa・
nese"や"NihongoTutbrialSystem"等 が堤 供 され て い る。(大 坪
1992)こ れ らの多 くは読 解教 材 お よび それ を用 い た ドリル の提 供 に主 眼 が
お かれ ・ い か に学 習 させ るか とい う視 点 か らい わ ゆ るCAI(Computer-
AssistedInstruction)と して作 られ た コン ピュー タ教 材 で あ り,教 材 の
選 択 や提 示 の順 番,さ らにそ れ を用 い た学 習 ドリル 等 が シス テ ム に あ らか
じめ組 み 込 ま れ て い る物 が多 か っ た。
これ に対 して,近 年,CAL(Co皿puter-AssistedLeaming)あ るい
はCALL(Computer-AssistedLanguageLeam五ng)と い う呼 び 名
で 示 され る よ うに,学 習 者 の視 点 か らの教 材 開 発 が 求 め られ る(Higgins
1982,岡 本1983)と とも に,学 習者 自身 が 自 らの 二一 ズ と レベ ル に あ っ
た教 材 を 自 由に 選 ぶ こ との で き る シ ス テ ム の構 築 が望 まれ る よ うに な り,
教 材 セ ン ター,教 材 バ ン ク とい う考 え方 が提 唱 され る よ うにな っ たη。 し
か し・ 現 実 に こ うした シス テ ム を維 持 す る には大 量 の リ ソー ス を あ らか じ
め準備 し,さ らに 常 に新 た な もの を加 え て提 供 し続 け る必 要 が あ る。 また
個 々の リ ソー ス を教 材 と して有 効 に活 用 させ るた め の学 習 支援 環 量 も整 え
る必要 が あ る。 こ う した事 情 か ら,そ の必 要性 は認 識 され つ つ も,ご く限
られ た教 育 機 関 に お い て 実現 され て い る に過 ぎな か った 。
とこ ろ が,近 年,イ ンタ ー ネ ッ トの普 及 に伴 い,敦 材 として活 用 で きる
可 能性 の あ る大 量 の 情報 を電 子 文 書 の形 で簡 単 に入手 し うる状 況 にな っ て
き た。 しか も,こ れ らの 中 に は,そ の時 々 の最 新 の 情報 が提 供 され て い る
場 合 も増 えて きた 。 ま た,教 室活 動 等 で 日本 語 教 師 が提 供 す る教 材 自体 も
1)国 立教育研究所 のrCASTEL/」 」(浅木森1994)や これ をも とに開発 され た
r新書ライ プラ リーJ(鈴 木1998)さ らに東京外 国語大学 によるr社 会科学 系読解教
材テキス トバンク」等 はこの理念の もとに開発 された ものである。
_2一
準 備 段 階 で ワー プ ・等 で 入 力 され,電 子 化 情 報 として保 存 され てい る こ と
も多 い 。'つま り,今 や 大 量 の 電子 化 リ ソー ス を教 材 とし て用 い うる状 況 に
あ り,単 語 の意 味や 漢 字 の読 み な どを教 え て くれ る学 習 支 援 シ ステ ム さ え
整 えぱ,学 習者 が 自 由に 自分 の読 み た い教 材 を選 ぴ,自 ら学 ん で い くこ と
の出 来 る環 境 が で き あが りっ っ あ るわ けで あ る2)。小 森(1993)は コ ン ピ ュ
ー タ の検 索 機 能 を語 法指 導 や 作文 指 導 に活 用 す る方 法 を紹 介 して い る。 ま
た,寺 ・北 村 ・落水 に よ って開発 され た 自動 的 に辞 書 引 き作 業 を して くれ
る辞 書 機 能 を備 え た 「読 解 支 援 シ ス テ ムDL」(寺 ほ か1996)や,熟 語 の
利 用 頻 度 に応 じてル ビ振 りを 自動 的 に行 う漢 字 学 習 支 援 シ ス テ ム 「JUPI-
TER」(越 智 玉997)目等 は,こ うした 時 代 の要 請 に 応 えた も の とい え よ う。
畑 佐(1991)の い う本 来 の意 味 で の 「学 習 者 の た め の道 具 」 と して コ ン ピ
ュー タ が活 用 され る時代 に入 りつ つ あ る と言 え よ う。
以上 の よ うな一 連 の流 れ を うけて,筆 者 は,電 子 化 情 報 と して提 供 され
て い る個 々 の文 章 が,目 本語 学 習者 に とっ て どの程 度 の 難 易 度 か を 自動 的
に判 定 す る 「読 解 教 材 の レベ ル判 定 シ ステ ム」 の開 発 を進 めて い る。 コン
ピ ュー タに よ る語彙 の レベ ル判 定 の試 み は,英 語 教材 に 関 しては な され て
い る(Nationほ か1996)も のの,日 本 語 に関 して は構 文 解 析 が難 しい こ
とも あ りこれ まで は行 わ れ て,いな か っ た。 学 習 者 あ るい は教 師 が この シ ス
テ ム を用 い る こ とに よ り,電 子化 され た リ ソー ス を教 材 と して有効 に活 用
す る 二 とが容 易 に な る。
この レベ ル判 定 シ ステ ム は,漢 字 ・語 彙 ・文 法 とい う3要 素 を それ ぞ
れ個 々 に レベ ル 判 定 す るシ ス テ ム で,3つ の レベ ル チ ェ ッカ ー(漢 字 チ ェ
ッカ ー ・語 彙 チ ェ ッカー ・文 法 チ ェ ッ カー)か ら成 り立 っ て い る 。漢 字 チ
ェ ッ カー に 関 し て は川 村(1999)で 詳 述 して い る 。 また,川 村(1998)で
は,語 彙 チ ェ ッカ ー の開 発報 告 を行 った 、本 論 で は,実 際 に この語 彙 チ ェ
2)芝 野 ・川 村 ・田崎(1998)「 コ ン ピュ ー タ支 援 に よ る オ ー デ ィ オ及 ぴ ビデ オ を
用 い た 一 般 教 育法 及 び 語 学 教 育 法 の研 究 」r東 京 国 際 大 学 論 叢 ■ 第57号 ・pp・97-
111.
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ッ カー を用 い た テ キ ス トの分 析 に焦 点 を 当 て,語 彙 チ 土 ッカ ー の機 能 と,
そ れ を用 い た教 材 分 析 の実 際 につ いて述 べ るこ とにす る。
3.語 彙 チ ェ ッカ ー の仕 組 み
3.1語 彙 チ ェ ッカー の仕 組 み
語彙 チ ェ ッカー は,教 材 に含 まれ るす べ て の語 彙 の レベ ル を 日本 語 能 力
試 験 の語 彙 レベ ル を規 準 に判 定 す る も の で あ る。 語 彙 チ ェ ッカ ー はCGI
化 して ホー ムペ ー ジ上 で 動 くよ うに して あ るた め,イ ン ター ネ ッ トに接 続
で き る環 鏡 に あれ ぱ,自 由 に利 用 で き る・ さ らに,電 子 化 され た テ キ ス ト
フ ァイ ル で あれ ば,ワ ー プ ロ等 で入力 され た教 材 で も,OCRで 電 子 情 報
化 され た教 材 で も,イ ン タ ニネ ッ ト等 で提 供 され て い る電 子 情 報 で も,ど
ん な文 書 で もす べ て受 け つ け る。 そ して与 え られ た テ キ ス トに対 して,コ
ン ピュー タ が次 の作 業 を 自動 的 に行 い,テ キ ス トに含 まれ るす べ て の語 彙






与えられたテキス トの形態素解析 を行 う
各形態素 をレベル別語彙 リストに照合す る
テキス ト内の語彙にレベル表示 を行 う
テキス ト内の語彙のレベル別分類表 を作成する
語彙 のレベル別含有率を算出する
以下に語彙チニッカーの行う作業行程 を詳 しく述べ る。
3.2テ キス トの形態素解析
入力 されたテキス トを形態素解折 し・語句ごとに区切 りをいれる作業 に
は,奈 良先端科学技術大学院大学の松本研究室 によって開発 された形態素
解析ッール 「茶篁」を用いた3)。英語のように,単 語ごとにスペースで区
切 られていれば辞書 との照合は比較的容易だが,区 切 りが示 されることの
3〕 こ れ はhttp=〃cactus.aist-nara・ac・jp/lab/nlt/chasen・htm1の ホ ー ム ペ ー ジ 上 で
フ リー ウ ェ ァ と し て 公 開 され,自 由 に ダ ウ ン ロ ー ド し て 用 い る こ と が 許 さ れ て い る
ソ フ トで あ る 。 こ う し た 貴 重 な ッ ー ル が 公 開 さ れ て い る こ と の 意 義 は 大 き い 。
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少 な い 日本 語 で は,コ ン ピュー タ に文 中 の個 た の単 語 を認 識 さぜ るた め に
は,ま ず,あ らか じめ単 語 ご とに 区切 る作 業 を しな けれ ば な らな い。 形 態.
素 解 析 ツー ル で あ る 「茶 篁 」 を用 い る こ とに よ り・入 力 され た文 は形 態 素
ご とに切 り分 け られ,読 み,品 詞 情報 等 が 自動 的 に識 別 され る ・
例 えぱ 本 文 の第 一 文 を茶 篁 にか けて み る と,次 の よ うに分 析 され る 。
【第 一 文 】
教 師 び 教 材 を選 択 す る揚 合,何 を 規 準 に 教 材 を 選 ん で い る の だ ろ
うか 。
【茶 篁 に よ る分 析 】
教 師,教 師,き ょ う し,名 詞,普 通 名 詞,*,*,1000
が,が,が,助 詞,格 助 詞,*1*,100
教 材,教 材,き ょ う ざい,名 詞,普 通 名 詞,*,*,1000
を,を,を,助 詞,格 助 詞,*,*,100
選 択,選 択,せ ん た く,名 詞,サ 変 名 詞,*,*,1000
す る,す る,す る,動 詞,*,サ 変 動 詞,基 本 形,700
場 合,場 合,ば あ い,名 詞,副 詞 的 名 詞,*,*,990
、,、,、,特 殊,読 点,*,*,1000
何,何,な に,名 詞,普 通 名 詞,*,*,1000
を,を,を,助 詞,格 助 詞,*,*,100
規 準,規 準,き じ ゅ ん,名 詞,普 通 名 詞,*,*,1000
に,に,に,助 詞,格 助 詞,*,*,100
教 材,教 材,き ょ う ざレ},名 詞,普 通 名 詞,*,㍉1000
を,を,を,助 詞,格 助 詞,*,*,100
選 ん で,選 ぶ,え ら ん で,動 詞,*,子 音 動 詞 バ 行,タ 系 連 用 テ
形,1000
い る,い る,い る,接 尾 辞,動 詞 性 接 尾 辞,母 音 動 詞,墓 本 形,
100
の だ ろ う,の だ,の だ ろ う,助 動 詞,*,ナ 形 容 詞,ダ 列 基 本 推
量 形,100
か,か,か,助 詞,終 助 詞,*,*,100
。,。,。,特 殊,句 点,*,*,1000
EOS,,,,,,,,シ,,,
元 の文 が単 語 ご とに 区切 られ,基 本 形,読 み が表 示 され る のみ な らず,品
詞 分類,さ らに,活 用 形 まで が 自動 的 に分 析 され る わ け で あ る・各 行 の最
後 の数 字 は,単 語 の 区切 りを決 定 す るた め の重 み付 け で あ る.
ただ し,と の例 で も明 らか な よ うに,茶 篁 の分 類 に は従 来 の国 文法 や 目
本 語 文 法 の品 詞 分 類 とは多 少 異 な った部 分 が存在 す る 。例 えば,「 選 択 す
る」 は 「サ変 動 詞 」 で はな く,「 サ変 名 詞 」 の 「選 択 」 と 「動 詞 」 の 「す
る」 と の2語 と して解 析 され て レ・る 。 ま た,補 助 動 詞 的 に用 い られ た
「いる」 は 「接 尾 辞 」 と して扱 わ れ て い る
。 そ こで,形 態 素 解 析 ツ ー ル と
して茶 笙 を用 い る場 合 に は・ こ う した特 殊 な分 析 に留 意 し,こ れ に対 応 す
る形 で 開 発 を進 め る必 要 が あ る。
語彙 チ ェ ッカ ー で は こ の茶笙 の解 析 で得 られ た語 彙 の一 っ 一 つ を レベ ル
別 語 彙 リス トと照合 す る こ とに な る。
3、3レ ベ ル別 語 彙 リス トとの照 合
照合 先 の レベ ル 別 語 彙 リ ス トは,日 本 語 能 力 試 験 の1級 か ら ヰ級 ま で
の各 級 の語 彙 表 を も と に し て作 成 した 。情報 が欠 け て い る場合,例 えぱ,
あ る語 彙 が 平仮 名 表 記 で書 かれ て いた 等 の揚 合 に は,そ の語 彙 の特 定 が難
しい。 そ こで級 の判 定 に複 数 の候 補 が 考 え られ る場 合 は,下 の級 を優 先 す
る こ とに した 。
日本 語 能 力試 験 の各 級 の語 彙 表 を も とに した レベ ル別 語 彙 リス トの作 成
は次 の よ うに して行 っ た 。
① 読み の入 力





各単語の漢宇仮名交 じり表記を入力する。取 り扱いに問題のある送 りが
なや,補 助的に用いられる動詞等,複 数の表記が存在する場合・考えら




た,サ 変動詞はrす る」をとった形で入力 した。日本語能力試験の語彙
表には品詞名の記載はなく,ま た,形 容動詞 に関しては,ご く一部の単
語を除き・語幹が示されているのみである。そのため,語 彙表 にあげら
れている単語が名詞か形容動詞かは明らかではない。そこで語彙 リスト
の作成においては,各 々の語を名詞 として登録 した上 で,形 容動詞 とし
て用いられる可能性のあるものに関してはすべて形容動詞 としても登録.






r助動詞」のままだが,そ の他の活用形 に接続するものはr接 尾辞」 と
して分類 されている。また 「だ1で す,1で ある」 は 「判定詞」 として分
類されている。
⑤文法項目として取 りあげられている語彙
日本語能力試験において,文 法項 目として取 りあげられている語彙に関
しては,語 彙表に取 りあげ られていないものも多い。(例 えば,助 詞や
助動詞などはその大半が語彙表にはのっていない。)語彙テェッカーの
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級 別 語 彙 リス トに は これ らの語 彙 も級 ご とに付 け加 え る こ とに した.
以 上 の作 業 の結 果,1級 か ら4級 ま で の レベ ル別 語 彙 リス トが完 成 した 。
語 彙 チ ェ ッカ ー は,こ の語 彙 リス トに,上 述 の形 態 素 解析 の結 果 得 られ
た語 彙 を照 合 す る こ と に よっ て・ 入 力 され た テ キ ス トの す べ て の語 彙 に対
して レベ ル 判 定 を行 う。 この場 合,例 えば,テ キス トが ひ らが な で表記 さ
れ て い る等 の理 由 で語彙 の特 定 都難 し く・ 合 致 す る語 彙 が複 数 候 補 考 え ら
れ る場 合 に は,下 の級 を優 先 す る。 さ ら に,4級 か ら1級 ま で のす べ て の
リス トに合 致 し な い語彙 は,す べ て 「表 外 語 彙 」 と して扱 う こ とに した 。
3.4CGIに よ る開 発
語 彙 チ ェ ッカ ー にお い て 形態 素 解 析 を行 って い るr茶 篁 」 は,UNIX
上 で動 作 す る ッー ル で あ る 。従 っ て,可 能 な限 り多 くの ユ ー ザ ー に利 用 可
能 な環 境 を提 供 す るた め に は,語 彙 チ ェ ッ カー の シ ス テ ム全 体 をイ ンタ ー
ネ ッ トを介 して利 用 で き る よ う にす る必 要 が ある 。 そ こで,本 研 究 で は
CGI化 し てネ ッ ト環 境 の 中 で利 用 で き る仕 組 み と して構 築 す る こ とに し
た 。そ の結 果1利 用 者 は・・イ ン ター ネ ッ トを使 え る環 境 に さ え あれ ば,自
由 に語 彙 チ ェ ッカ ー を利 用 す る こ とが 可 能 に な った%
利用 者 は,語 彙 の レベ ル判 定 を行 い た い テ キ ス トを,ホ ー ムペ ー ジ上 の
入 力 画 面(図1)に 入 力 し,「run(実 行)」 ボ タ ン を ク リッ ク し て,デ ー タ
ー を送 り出 し さ えす れぱ よい
。 他 のホ ー ム ペ ー ジ等 か らの電 子 惜 報 の切 り
張 りも可能 で あ る。 そ の後 の解析 ・判 定 作業 は すべ て コ ン ピュー タが 自動
的 に行 っ て くれ る 。例 えば,資 料1の 文 をテ キ ス トと して語 彙 チ ニ ッ カ
ー に か け て み よ う
。 図2は そ の解 析 結 果 の表 示 画 面 で あ る 。画 面 に入 り
き らな い・膚報 は,ス ク ロー ル バ ー を使 って ス ク ロール して見 る こ とが で き
る。
次章 で,語 彙 チ ェ ッカー を用 い るこ とに よ っ て実 際 に どの よ うな分 析 を
行 うこ とが で き る の か見 てい く こ とにす る 。
4)「 語 彙 チ ェ ッカ ー」 は現 在,http=、 ゲw購 丁・tiu.acjpだkawamuraで,学 習者 お




図2語 彙チ ェ ッカー の出力画面
国境 の 長い トンネル を 叢ける と 雪国 で あつ た,葎 の
底 が 自く な った 。 信号 所 に汽享 が 止ま つた 。
一一 」1踏磁 『璽 』
この 作品 の 初め の 部分 、 しだいに 暮れて ゆく 汽車 の 窓.
に 顔 が 映る 、 その 娘 の 顔 の奥 を 夕 景色 溝 流れる、
あの 規面 は 印象的だ.外 が 潔 なる と 窓 ガラス は 鏡
に 変bる 。 その 少し 前 、 透明な ガラス を 通して 車 外の
景色 を 見せ ながら 、肉時に 、 鏡 の 働 き を して 車 内の人
を 咬し だ ず一刻 が ある.こ の 作家 は それ を 、登場 人 物
と 背景 とが なんの か かむり も もた ない 映画 の;重 写
し と 見る 。 じっと 見っめて いる と 、 「人物 は 透明の は
かな さ で 、 風景 は 夕臨 の おほろな 流れ で、その=コ が































4・ 語 彙 チ ェ ッカ ー に よ る語 彙 の レベ ル 判 定
4・1語 彙 チ ェ ッカ ー に よ るテ キ ス トの分 析
語彙 チ ェ ッカー は まず,テ キ ス トの形 態 素解 析 を行 い,語 彙 ご とに 区切
りをい れ る 。 図2の 左 上 の テ キ ス トも,そ の 区切 りに応 じて スペ ー ス が
挿 入 され てい る。 これ を見 る こ とに よ って,ど の よ うな解 析 が行 わ れ た の
か が明 らか にな る。 上述 した よ うに,茶 篁 の解 析 で は単 に 区切 りをい れ る
の み な らず ・ 読 み や 品詞 情 報 等 も分 析 され て い る。 そ の分 析 結果 は 画面 に
は 見 えな い 魁 テ ンポ ラ リー フ ァイル に保 存 され,級 別 リス トとの 照合 に
用 い られ る。
テキ ス トの形 態 素 解 析 に よ って抽 出 され た語 彙 を級 別 リス トと照 合 した
結 果 に関 して も,左 上 の テ キス トに級 ご とに色 分 け して表 示 され る 。 こ こ
で は印 刷 の都 合 上,1級 以 上 の語 彙(1級 の 語 彙 お よび 級 別 リス トに含 ま
れ なか っ た表 外 語 彙)を 太 字 で表 示 して あ る。 実 際 に は級 ご とに異 な っ た
色 で区別 して表 示 で き る よ うに な って い る 。 ま た,学 習者 の レベル に あわ
せ て(例 えば,こ の例 の よ うに,1級 以 上 と2級 以 下 とを区別 して)色 分 け
す る こ と も可 能 で あ る。
4・2テ キ ス ト内語 彙 の レベ ル別 分 類 表 の作 成
図2の 右 上 の表 は,テ キ ス ト内 の語 彙 を級 別 に分 類 した も の で あ る 。
テ キス トに含 まれ るすべ て の語 彙 につ い て級 別 語彙 リス トと照 合 した結 果
が表示 され て い る。 さ らに各 語 彙 の使 用 頻 度 も示 され て い る(各 語 彙 の右
の数字 が そ れ で あ る)の で,ど の レベ ル の ど の よ うな語 彙 が どの く らい用
い られ て い る か が即 座 に わ か る。
例 えぱ,資 料1の テ キ ス トに含 まれ る1級 の語 彙 は次 の通 りで あ る 。
背景 は か な い 象 徴 冒頭 題 す る な に よ り 告 げ る 現 行 版
す える か かげ る な め らかだ 移 行 修 飾 描 写 剥 ぐ 結 び つ く 独
創 結 合 む し ろ 闇 視 点 名 づ け る ～ が た い 保 つ 一 変 ふ さわ
しい き っぱ りと 添 え る 空 間 耐 え る 映像 に も か かわ らず 読 者
い とな む
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また,1級 から4級 までのすべてのリス トに含 まれなかったものは 「表
外語彙」 として分類 されている。資料1の テキス トに含 まれる表外語彙
は次の通 りである㌦
雪国 川端 康成 印象的だ 内の人 一刻 二重 夕闇 おぽろだ
融 ける この世 ただなか 野山 ともす こ うい う ときには 触感
なまなましい 島村 書き出す 一文 切 り離す 景 不要だ 通 り抜け
る 視線 連体 切 り落 とす 感性 際立つ 芥川 末尾 下人 またた
く 自体 奇 てらう 異様だ はっと なかに 言える ぽうっと 緊
迫 深 さ 厚み 奥行き そ ういう 知覚 融合 読める 改稿 際 す
っくと 官能 回想 車窓 映ずる 修飾語 暗が り 白一色 ひろが り
華麗だ 無為 徒労 駒子 葉子 彼岸 あの世 なぞらえる 書き出す
ありげだ
教師が新たな教材を用いる場合,テ キス ト内の重要語や新出語を語彙 リ
ス トとして示すことも多い。その際に,こ の レベル別分類表 を活用すれ
ば,学 習者 に提示する必要のある語彙が明らかになる。また,学 習者 自身
が語彙チェッカーを用いれば,自 分にとっての未習語彙のリス トを簡単に
作成することができる。 さらに,こ の レベル判定を辞書システム,あ るい
は,ふ りがなシステム等 と併用すれば6),学 びたい内容のテキス トを自ら
のレベルにあわせて即座に教材化することも可能になる。
4.3テ キス ト内話彙の レベル別含有率の算定
図2の 下の表は,テ キス ト内の語彙を級ごとにカウントし,語 彙 の総
数に対する級ごとの含有率 を算出 したものである。語彙の難易度 と教材の
難易度 とはそのまま一致 しない場合もあるが,学 習者にとって未習の語彙
5)こ れ は,語 彙 チ ェ ッ カ ー に よ る解 析 の結 果抽 出 さ れ た 表 外 語 彙 の リス トだ
が,複 合 語 等 で一 語 と して 切 り出 され て い る た め に表 外 に分 類 され て い る も の が含
まれ て い る。 ま た,解 析 に問題 の あ る もの は,こ の リス トに は載 せ て い な い 。 いず
れ も第5章 で詳 し く扱 う。
6)例 えば,寺 ・北 村 ・落 水(1996〉 の 「読 解 支援 シ ス テ ムDL」 と組 み 合 わ せ て
用 い る こ とに よ り,個 々 の学 習 者 に あ わせ た学 習支 援 ツー ル の提 供 が可 能 とな る・
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が多 けれ ば,教 材 が それ だ け難 し くな るこ とは 明 らか で あ ろ う。
資料1の テ キ ス トは実 際 に1997年 度 の研 修 日本 語 の 読解 ク ラス で教 材
と して用 い た こ とが あ るが ・ 日本 語 能 力 試 験 の1級 レベ ル の 学 習 の終 了
した学 生 に と って,こ の教 材 に は未 習 の語 彙 が139語(14.8%)含 まれ て
い る こ と に な る。 また,2級 終 了 レベ ル の学 生 に とっ て は,未 習 の語 彙 は
186言 吾(19.9%)と な る7)。
この語 彙 チ ニ ッカー の 開 発 の 目的 の一 つ は,テ キス トの難 易 度 と語 彙 の
薙 易度 との 関連 を調 べ る こ とに あ る ・ テ キス トの難 易 度 と級 ご との語 彙 の
含 有 率 に は どの よ うな 関係 が あ る の か,現 実 の テ キ ス トに は,ど の よ うな
レベル の語 彙 が どの くらい使 われ てい るの か,未 習 の語 彙 が何%位 で あれ
ば ・ 教 材 と して利 用 可能 な の か等 々,教 材 の難 易度 と語 彙 の難 易 度 との 関
連 を調 べ るた め の 基 礎 的 デ ー.タの分 析 に は 有 用 な ッ ー ル とな る は ず で あ
る 。
5.語 彙 チ ェ ッカ ー の分 析 の 問 題 点
語彙 チ ェ ッカ ー は,上 述 した よ うに,形 態 素 解 析 を 「茶 篁 」 に負 っ て い
る 。語 彙 チ ェ ッ カー に よ る語 彙 の レベ ル判 定 が正 し く行 われ る た め に は,
茶 篁 に よる解 析 が正 確 に行 わ れ,さ らに そ の解 析 結 果 と級 別語 彙 リス トと
の 照合 が うま く行 われ る必 要 力二あ る 。
第3章(3・3)で 述 べ た よ うに,語 彙 リス トの 作成 にお い て は,茶 笙 の解'
析 結 果 を最 六 限 生 か し うる よ うに配 慮 は した も のの,語 彙 チ ェ ッカ ー は,
茶 篁 の解 析 能 力 恥以 上 の解 析 能 力 は持 た な い 。 ま た,形 態 素解 析 の た め の
辞 書 の登 録 方 法 は一 般 の 辞書 とは異 な って い る部 分 もあ る。 こ う した こ と
か ら,話 彙 チ ェ ッ カー に は レベ ル 判 定 上 の 問題 が い くつ か生 じる。 語 彙 チ
7)こ の数字は あ くまでも語彙 チェ ッカーによ る解析 の結果の数宇 であ る。後述
するよ うに,旧 字 ・1目仮名が用い られ た揚合,解 析精度がお ちる し,解 析 の誤 りも
あるので・資料1に 含 まれ る表外語彙の実数はこれ とは異 なってい る。
8)茶 笙 の解析 の適合 率 は現 在の所98.5%と の ことである。(日本語形態素解析
システ ムJTAGホ ームペー ジhttp;組ambda,cipLcae,ntt,coJp}こ よる)
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エ ッカー に よ る分 析 に,ど の よ うな問 題 が生 じ,そ れ に対 して ど の よ うな
対 処 をす れ ぱ よい の か を以 下 に論 じる こ とにす る 。
5.1語 彙 の区切 りの 誤 り
語 彙 チ ェ ッ カ ー が どの程 度 正 確 に解 析 を行 え る か を資 料1(総 文 字 数
1899字)を 元 に調 査 した 。 語 彙 チ ェ ッカ ー は 資料1を937語 の語 彙 に 区
切 っ て い る。 お の お の の語 彙 の区切 りが正 しい か ど うか,詳 し く調 べ た と
こ ろ,語 彙 の 区切 りの誤 りは25ヵ 所 で あ っ た 。 と ころ が,こ の う ち,13
ヵ所 は 旧仮 名 に よ る表 記 が原 因で あ り,5ヵ 所 は 常 用漢 字 以 外 の漢 字 が用
い られ て い る こ とが原 因 で あ った 。 そ の た め,実 質 的 な 区切 りの誤 りは7
ヵ所 とい うこ とに な る9㌧
5,2漢 字 を含 ん だ語彙 の解析
漢 字 は 延 べ555字 用 い られ て い た 。 これ ら の漢 字 を含 ん だ語 彙 の 解 析
結 果 を調 ぺ た と こ ろ,区 切 りの 誤 りが5カ 所 見 つ か っ た 。 そ の誤 りは,
い ずれ も,漢 字 が2字 以 上連 続 してい る所 でお き て い た10)。各 々 の 誤 りの
発 生 の原 因 とそ の解 決 方 法 は次 の通 りで あ る 。
・「車 内 の人 」→ 「車 ・内 の人 」
茶 篁 の辞 書 に 「内 の 人 」 はあ っ た が,「 車 内 」 とい う言 葉 が登 録 され
て い な か っ た た め に 起 こ った 誤 り.であ る 。 この 問 題 は,「 車 内 」 「室
内」r館 内」 等,接 尾 辞 を含 む語 を辞 書 に 登 録 す る こ とに よ っ て,解
決 で き る。 た だ し,こ う した登 録 を行 う際 に は,ど の よ うな単 語 を ど
うい う基 準 で登 録 す る か一 定 の ル ー ル を決 め る必 要 が あ る,ま た,
「～ 内」 を含 む語 を登録 す る ので あれ ば
,「 ～外 」 を含 む 語 も登 録 す る
必 要 が生 じる.
・「導入 部 」→ 「導 ・入 部 」
9〉 こ こ で い う 区切 りの誤 りとは,そ の 区切 りに よっ て生 じた各 要 素 ボ 意 味 的1こ
お か しい 区切 り方 を して い る場 合 を い う。 した が って,接 尾 辞 ・接頭 辞 等 の 区切 り
は あ っ て もな くて も よい こ とに し証。
1D)送 り仮 名 を伴 う語 を途 中 で区 切 る等 の誤 りは生 じて い な か っ た 。
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茶 篁 に は 「導 入 」 も 「入 部 」 もサ 変動 詞(茶 篁 で は 「サ変 名 詞 」 と呼
ぽ れ て い る)と して登 録 され,さ ら に,「 導(し るべ/名 詞)」 「部(ぶ/
名 詞)」 も登 録 され て い る 。 そ こ で,r導 ・入 部」 と区 切 る可 能 性 と
「導入 ・部 」 と区切 る可 能性 は 同 程 度 に あ る
。 こ う した 区切 りを正 確
に行 わ せ るた め に は,茶 篁 に 「部 」 を接 尾 辞 と して登 録 す る必 要 が あ
る 。
・「視 点人 物 島村 」→ 「視 点 ・入 ・物 ・島 村 」
本 来 な らばr視 点 ・人 物 ・島村 」 と区 切 るべ き もの で あ る 。茶 篁 の 辞
書 に 「人 物 」 とい う単語 も登 録 され て い る。 と こ ろが こ の例 の揚 合,
「人 」 も 「物 」 も 「接 尾 辞 」 と して も登 録 され て い る単 語 で あ る
。 そ
の た め,r人 物 」 の 前 にr視 点 」 とい う名 詞 が お かれ て い るの で,各
々 接 尾 辞 と して解 析 した結 果 生 じた誤 りであ る。 こ う した誤 りを避 け
る に は 「視 点 人物 」 とい う単 語 を登 録 す る しか な い 。
・「芥 川龍 之 介 」→ 「芥川 ・龍 ・之 ・介 」/「羅 生 門」→ 「羅 ・生 ・門」
固 有 名 詞 に関 して は,辞 書 に登 録 す る のが 唯一 の解 決 策 で あ る。 た だ
し,登 録 語 彙 が増 えれ ば 増 え る ほ ど,解 析 に時 間 が か か る こ とに な
る 。 ま た,固 有 名詞 をすべ て登 録 す る こ とは事 実 上 不 可 能 で あ る。 語
彙 チ ェ ッカー に よ って どの よ うな内 容 の文 章 を分 析 しよ う とす る のか
に よっ て,登 録 す べ き語 彙 も異 な っ て くる・ ま た,固 有 名 詞 に関 して
は こ う した解 析 上 の 問題 が生 じて くる こ と さ え承 知 して いれ ば,解 析
結 果 自体 に大 きな 問題 は な い とも言 え 巻。 これ らの こ とを考 慮 した上
で,必 要 で あ れ ば 茶 篁 の 固 有 名 詞 辞 書 に 登 録 す る こ と が 可 能 で あ
る珊。
以 上 が漢 字 を含 む語彙 の分 析 の誤 りとそ の解 決 策 で あ る 。上 記 の他 に も漢
字 語彙 の解 析 上 の問題 は生 じ うる が,基 本 的 には辞 書 の整 備 に よ っ て解 決
す る もの が多 い 。
11)茶 茎 自体 の辞書に も,す でに約3万5千 語の固有名詞 か登録 され てい る。
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5.3ひ らが な表 記 の多 い 文の 解 析
語 彙 チ ェ ッカ ー は,ひ らが な表 記 が長 く続 く場 合 に も,正 確 な解 析 が行
え な い こ とが あ る。 資料1の 解析 で は,「 た だ人 をは っ と させ る だ け で は
な い 」rむ し ろ き ちん と と ら え られ て い る」 等 の 文 は,ひ らが な が多 用 さ
れ て は い る が,「 た だ ・人 ・を ・は っ と ・させ る ・だ け ・で ・は ・な い」
「む しろ ・き ち ん と ・と ら え ・られ て ・い る」 の よ うに正 確 に解 析 され る。
と こ ろ が,図2に も示 され て い る よ うに,テ キ ス ト中 の 「登 揚 人 物 と背
景 とが な ん の か か わ りも もた ない」 とい う'文は 「登 場 ・人 物 ・と ・背 景 ・
とが ・な ん の ・か ・か わ り ・も ・もた な い」 と分 析 され て い る。 「か か わ
恥 がひ らが なで表 記 され て いた た め 茶 篁 が 「かか わ る」 を う ま く抽 出 で
き な か った の で あ る。 また,資 料1の 最 終 部 分 の 「ま ぶ し さ を とも な っ
て読 者 をひ きつ け る」 も 「まぶ し ・さ ・を ・と ・も ・な って ・読 者 ・を ・
ひ きつ け る」 の よ うにrと もな う」 を抽 出 す る こ とは難 しい ・ い ず れ の解
析 ミス も,rか 」rと 」rも 」 を助 詞 と して 区切 っ て分 析 して しま っ た た め
に生 じた ミス で あ る。
茶 笙 は,ひ らが な部分 に助 詞 の 可 能 性 の あ る文 字 が存 在 す る と,そ こ
で,ひ と まず,区 切 りをつ くって しま う傾 向 が あ る。 そ して,残 りの部 分
を うま く辞書 に 当 て は ま る形 で区 切 る こ とが で きれ ば,解 析 を完 了 して し
ま う。 こ ラ目した点 は コン ヒ。ユー タ に よ る 自動 解 析 に おい て は,目 下 の と こ
ろ避 けが たい 分 析 ミス だ と言 えよ う。
そ の ほ か に,資 料1で 解 析 を誤 っ た 箇 所 は 「白 い雪 の ひ ろ が りが ぼ ん
や り と見 え る」 で あ る。 これ は 「白い ・雪 ・の ・ひ ろ が り ・が ・ぽ ん ・や
り ・と ・見 え る」 と解 析 して しま っ て い る。 この解 析 の誤 りは茶 笙 の辞 書
に副 詞 「ぼ ん や りとJが 登録 され て い なか った こ とに よ る もの で あ り,辞
書 に こ の語 を付 け加 え る こ とに よ って解 決 可 能 で あ る。
5.41目 仮 名 ・旧字 体 の撤 い
1日仮 名(歴 史 的仮 名 遣 い)お よび 旧字 体(常 用 漢 字 表 以 外 の漢 字)が 用 い ら
れ た場 台,語 彙 チ ェ ッカー で は解 析 で き な い こ とが多 い 。
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例 えば,資 料1は 『雪 国 」 か らの 引 用 で始 ま っ て い た 。 表 記 は原 文 を
尊 重 して歴 史 的 仮 名 遣 い で書 か れ て い る 。そ の た め,語 彙 チ ェ ッ カー は,
「あっ た」 「な っ た
」 「止 まつ た 」 は,分 析 で きな い 。 また,文 中 の 『夕景
色 の鏡 』 か らの 引 用 部 分 に あ る 「融 け合 ひ な が ら」 も 「融 け ・合 ・ひ な
が ・ら」 と分割 し・ 「ひ な が」 とい う全 く別 の単 語 を抽 出 して し ま う。
常用 漢 字 に含 まれ て い な い漢 字 に つ い て も同 様 の 問題 が発 生 す る 。文 中
に用 い られ て い る 「妖 」 「頚 」 は常 用 漢 字 以 外 の漢 字 で あ る。 そ の た め ,
こ九 を含 ん だ 「妖 しい」 「頭 え る」 は分 析 で きず,「 妖 ・し ・い 」 「頭 ・え
る.と 区切 っ て しま うた め,本 来 は1語 と して扱 うべ き もの が2語 あ る
い は3語 として数 え られ て しま うこ とに な る。
語彙 チ ェ ッ カー を用 い る揚 合 に は,こ れ らの こ とに 留 意 す る必 要 が あ
る 。 まず,歴 史 的 仮 名 遣 い に関 して は現在 の とこ ろ語彙 チ ェ ッカ ー で は解
析 で きな い の で,テ キ ス ト自体 を現 代仮 名 遣 い に直 して か ら,分 析 す る必
要 が あ る。 これ に対 して,常 用 漢 字 以 外 の漢 宇 に関 して は,あ らか じ め,
茶 笙 の辞 書 に そ れ を含 ん だ単 語 を登 録 して お けば,解 析 で き る よ うに な
る 。例 えば,「 闇」 や 「梯 」 は常 用 漢 字 で は な い が,茶 篁 の辞 書 に は 「闇
(やみ)」 「梯 子(は しご)」 とい う表 記 で,名 詞 と して登 録 され て い る 。 そ
の ため,こ れ らは 問題 な く正確 に解 析 され る。 語彙 チ ェ ッカー を用 い て様
様 な電 子 化 文 書 琶解 析 し よ う とい う場 合 に は,こ うした 一 般 に用 い られ る
こ との多 い 表記 は,前 もっ て,茶 篁 の辞書 に登 録 してお く必 要 が あ ろ う。
5,5複 合 語 の扱 い
茶塞 の辞 書 に はす で に15万 語 以 上 の語 彙 が登 録 され て い る 。 と こ ろ
が ・与 え られ た文 か ら単 語 の切 り出 し を正 確 に効 率 よ く行 うた め に,茶 篁
の 辞書 に は普 通 の国 語 辞典 とは異 な る基 準 で語 彙 が 登録 され て い る 。一 般
に,文 章 の解 析 にお い て,辞 書 に登 録 され てい る単語 が長 けれ ば 長 い ほ ど
解 析 の 間違 い は少 な くな る。 そ の た め,茶 篁 の辞 書1こ見 出 し語 と して登 録
され る語 彙 の 中 に は,い わ ゆ る意 味 の最 小 単 位 と して の単 語 で は な く,単
語 が くみ合 わ さ って で き あが って い る複 合 語 も含 ま れ て い る。
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い っぽ う,語 彙 チ ニ ッカ ー の語 彙 リス トに は,複 合語 で登 録 され て い る
もの は少 な い12〉。 そ のた め・ 構成 要 素 の各 単語 に分 割 した とき は レベ ル 別
語 彙 リス トに の って い る語 で あっ て も,複 合 語 と し て1語 で切 り出 され
て し ま うと・ 語 彙 チ ェ ッカ ー で は表 外 語 彙 と して分 類 され る こ とに な る 。
例 え ぱ 資料1の テ キ ス トで は次 の よ うな複 合 語 が表 外 語 彙 に な っ てい る 。
動 詞+助 動 詞=言 え る/読 め る
動 詞+動 詞:見 つ める/書 き 出す/切 り離 す/通 り抜 ける/ひ
きつ ける/言 い切 る
名 詞+名 詞+助 詞:白 一 色 の
連 体詞+名 詞=こ の世/あ の世
まず,動 詞 の 可能 形 に 関 しては,茶 篁 で は別 の動 詞 と して登 録 され て い
るた め,こ の 問 題 が生 じて い る。語 彙 チ ェ ッカ ー の語 彙 リス トに新 た に一
連 の可 能 形 を登 録 す る必 要 が ある 。
可 能 形 以 外 の複 合 語 に 関 して も,そ れ を構 成 して い る単語 の各 々 は1
級 か'ら4級 の語 彙 リス ト内 の 単語 で あ り,レ ベ ル別 語 彙 リス トに複 合 語
が載 っ て い な い か ら とい っ て,自 動 的 に表 外 語 彙 と判 定 され て しま うの は
問 題 で あ る 。 とこ ろが,こ れ らの語 の 中 には,意 味 が も との単 語 の意 味 と
は微 妙 にず れ て い る もの も多 レ・。 例 え ば,上 記 の 中 で も,「 こ の世 」 と
「あ の世 」 は
,新 出語 彙 と して扱 っ て い い も の で あ る。 また,動 詞 が補 助
動 詞 と して用 い られ た場 合 に も,派 生 的 な意 味 が 生 じ る こ とが あ る 。語 彙
チ ェ ッカ ー が表 外 語 彙 と して分 類 し た語 彙 の中 に,既 習 語 で構 成 され た複
合 語 が含 まれ うる とい うこ と さえ あ らか じめ承 知 してい れ ば,む しろ,意
味 の理 解 の 際 に留 意 で き る とい うメ リ ッ トは あ る とも言 え る。
こ う した複 合 語 が表 外 語 彙 と判 定 され て しま うの を避 け る方 法 は2つ
12)日 本語能力試験 の語彙表 には,複 合語 であ って も,登 録 されてい るものが
あ る。そ こで,今 回 の レベル別語彙 リス トの作成 に あたっては,複 合語や,接 尾
語 ・接頭 語が付加 された語等 に関 しては,語 彙表 にあ るもの のみ リス トに登録 した
が,日 本 語能力試験 の語彙表 自体 も統一 性の ある もの に整 え直す必要 がある と言 え
よう。
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あ る。一 つ は,語 彙 チ ェ ッカ ー の語 彙 リス トに これ らの複 合語 を登 録 す る
方 法 で あ り,も う一 つ は茶 笙 の辞 書 か ら複 合語 を削 除す る方 法 で あ る。 い
ず れ の方 法 を と るべ きか に関 して は解 析 能力 との 関係 を も含 め て検 討 して
い く必 要 が あ る。
5.6接 尾 辞 ・接 頭 辞 の扱 い
接 尾辞 ・接 頭 辞 に関 し て も複 合 語 と類 似 ゐ問 題 が 存在 す る 、茶 篁 の辞 書
に,接 尾 辞 ・接 頭 辞 のつ い た単 語 が 登 録 され て い れ ば,茶 篁 は これ を1
語 と して切 り出 す 。 ただ し,こ こ で,大 き な問 題 とな る の は 同 じ接 尾 辞 あ
る い は接 頭辞 が つ い て い て も茶 茎 の辞書 に登 録 され て い る場 合 と・ され て
い ない揚 合 とが あ る とい うこ とで あ る。
例 え ぱ,例2の テ キ ス トに は 「雪 の深 さ と闇 の厚 み 」 とい う表 現 が あ
る が,そ の 中 のr深 さ」r厚 み」 は と もに1語 とし て切 り出 され て・ 表 外
語 彙 と して分 類 され て い る。 と こ ろ が,同 じテ キ ス トの 中 に あ る 「白 さ」
「まぶ し さ」 「は か な さ」 等 は,お の お の形容 詞 の 「白い」 「まぶ しい」 「は
か な い 」 と接 尾 辞 「さ」 とが別 々 に2語 と して切 り出 され,不 統 一 が 生
じてい る 。
接 頭 辞 に 関 して も同 じ こ とが い え る 。例 え ぱ テ キ ス ト中 の 「非 連 続 感 」
は図2が 示 す よ うに 「非 ・連 続 ・感 」 の よ うに3語 と し て扱 わ れ て い る
が,「 非 合 法 」 「非 合 理 」 「非 公 式 」 等 は1語 と し て扱 われ る.ま た,「 不
親 切 だ 」 「不 心 得 だ」 「不 行 き屈 き だ」 は1語 と して登 録 され て い るの に,
「不確 定 だ」 「不 統 一 だ」 「不 似 合 い だ」 等 は登 録 され て い な い 尊
接 尾 辞 ・接 頭 辞 のつ いた 単 語 をす べ て登 録 す る こ とは不可 能 で あ り・ 解
析 結 果 に統 一性 を持 た せ る に は,逆 に,接 尾辞 ・接 頭辞 のつ い た単 語 を茶
篁 の辞 書 か ら削 除す る しか な い 。削 除 に あた って は,そ れ に よ って茶 篁 の
解 析 能 力 が 落 ち る こ とは な い か ど うか を十分 に検 討 した上 で,対 処 しな け
れ ば な らな い、 また,級 別 語 彙 リス トに は基 本 的 に接 尾 辞 ・接 頭 辞 のつ い
た 単語 は登 録 され て い な い の で,両 者 の間 の整 合性 も含 め て考 え てい く必
要 があ ろ う。
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以 上,語 彙 テ ェ ッカ ー の分析 の問 題 点 を論 じて きた。 現在 の とこ ろ,茶
篁 の解 析 能 力 は98.5%だ とい うデ ー タ が あ る(注8参 照)。 ま た,本 研 究
の 分 析 結 果 で は,資 料1の 引用 箇 所 を 除 い た 部 分 の 解 析 の 適 合 率 は
98,0%で あ った13)。つ ま り,通 常 の文 を入力 す る と,200語 に つ き3箇 所
な い し ヰ箇 所,解 析 の誤 りが 生 じて し ま う こ と に な る 。 しか し,上 述 の
よ うに,辞 書 の整 備(茶 篁 の 辞 書 に必 要 な語 彙 情 報 を付 け加 え る,語 彙 登
録 の 基 準 を統 一 す る,接 尾 辞 ・接 頭 辞 の扱 い を再 検 討 す る等)を さ ら にす
す め る こ とに よっ て,茶 篁 お よび 語 彙 チ ニ ッカ ー の解 析 能 力 を高 めて い く
こ と が可能 な は ず で あ る 。
6.今 後の課題
学習者にとっても,教 師にとっても,テ キス トそのものの難易度の判定
を自動化できれば教材の選択が容易になるばかりでなく,学 習者のレベル
にあった適切な教材の選択が可能になる。難易度判定は,あ る程度の相対
評価は出来ても絶対評価は難 しい、そこで,教 材 としての難易度 とテキス
トに含まれる語彙の級別の比率とをどう関連づけることができるかに関し
て,現 在,こ の語彙チェッカーを用いて調査 を進めている。その調査結果
は,語 彙チェッカーを含むレ.ベル判定システムに反映させ,テ キスト自体
の難易度の判定の自動化をはかる予定である。
また,語 彙チェッカーの場合,文 要素の解析 自体は 「茶篁」に負ってい
る。茶笙の解析の適合率が高 くなれば,語 彙チェッカーの分析能力もそれ
だけ高まる。語彙チェッカーの活用で明らかになる解析上の問題点をフィ




13)JTAGの 調査結 果 に比べ て適 合率が低 いのは,本 文 中に表外 字が4文 字含
まれ ていることに よ り解析 の誤 りが増 えたもの と考 え られ る。
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に活 用 す る必 要 が あ る。 そ の た め に も語 彙 チ ェ ッカ ー を含 む レベ ル判 定 シ
ス テ ム を・学 習 支 援 の た め の ッー ル と して,日 本 語 教 師 及 び 目本 語 学 習 者
が利 用 しや す い形 で提 供 してい く必 要 が あ る。本 研 究 の成呆 を ホー ムペ ー
ジ上 で公 開 し,ッ ー ル と して活 用 して も ら うと と もに,実 際 の活 用 で生 じ
た 問題点 を フィ ー ドバ ック して も らい,解 析 能 力 と使 いや す さ を高 めて い
き たい と考 え て い る 。
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国境 の長 い トンネルを抜 ける と雪 国であつ た・夜 の底 が白 くなつた。信号所 に汽 車
が止 まっ た。 一 川 端康成 『雪国』
この作 品の初 めの部分,し だいに暮 れ てゆ く汽車 の窓 に顔 が映る,そ の娘 の顔 の
奥 を夕景色 が流 れ る,.あ の場面 は印象的 だ。外 が暗 くなる と窓 ガラスは鏡 に変わ
る。その少 し前,透 明 なガ ラスを通 して車外 の景色 を見せなが ら,同 時 に,鏡 の働
きを して車 内の人 を映 しだす一刻がある。この作家 はそれ 乞 登場人物 と背景 とが
なん のかかわ りももた ない映画の二重写 しと見 る。 じっと見つ めてい る と,r人 物
は透 明のはかな さで,風 景 は夕閣のおぽろな流れで,そ の二つが融 け合ひなが らこ
の世 ならぬ象徴 の世 界 を描 いて」 いる ように見 える。そ して,r娠 の顔 のただ なか
に野山の ともし火が とも」 り,そ れが瞳に重な った瞬間 には,そ の妖 しい美 しさに
胸が顛 えるのであ る。
『雪 国』 の冒頭 を飾 るこの場面 は,こ うい う感動 をのせ て・ まずP夕 景色 の鏡』
と題す る短編 として発表 された。その ときに は 「濡 れ た髪 を指 でさはつ た・ そ
の触感 をなによ りも覚 えて ゐる,そ の一つ だけがなまなま しく思 い出 され る と・島
村 は女 に告げ た くて,汽 車 に乗つた旅 であつた」 と書 き出され,そ れ につづ くこの
揚面 も少 し違 って,現 行版 の初 めの二行 に相 当す る部分 は,r国 境の トンネ ルを抜
けると,窓 の外 の夜 の底が 白くなつた」 とな っていた らしい。
逆 にいえぱ,『 夕景色 の鏡』 の一文 を 『雪 国』 で は二文 に切 り離 し,そ れ を冒頭
にす えた ことになる・窓外 の景 が 〈雪 国>と して冒頭 にかかげ られた。 そのため に
不要 になった 「窓 の外 の』 とい う説明を削除 し,第 二文 ではす でに窓ガ ラス を通 り
抜 けたその視線 の先 を追 う。ここでr窓 の外 の」 となめ らかに移行 す る連体修 飾が
切 り落 とされ た結果,r夜 の底が 自くなつ た」 とい う感性 のまぶ しい描写 が一 文 と
して独立性 を増 し,い っそ う際立つこと となる。
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芥川龍 之介のr羅 生 門』 の末尾に もr下 人 は,剥 ぎとつた檜皮色 の着物 をわきに
かかへ て,ま た た く問 に急 な梯子 を夜 の底 へか け下 りた」 とい う例 が あるか ら,
r夜の底」 とい う結び つ き自体 は川端康成 の独創 とはいえない。 しか し,そ の語結
合 がさ らにr白 くな る」 と結 びっいた全体 は,こ の作家 の前 にお そ らく誰 も書かな
かっただろ うp
奇をて らった よ うに も見 えるこの異様 な表現 は,た だ人 をはっ とさせ るだけでは
ない。「暗いなかに,降 り積 もった白い雪 のひろが りがぼ んやPと 見え る」 とで も
言 えそ うな現実 が,む しろきちん ととらえ られてい る。 しか も・r闇 の奥 に白さが
ぼ うっ と感 じられた」 とい うふ うに薄 く流 れて しまわない緊迫感 がある。雪 の深 さ
と闇の厚み とい う現実 の奥行 を写 しだす ことができた と言 っていい。 と同時に・そ
うい う現実 を知 覚 におさめた感動一 驚 き と期待 とい くば くかの不 安が融合 した・
視点人物島村 の何 もの とも名づ けがた いそ うい う感情 が,こ とばの奥 を流 れている
よ うにも読 める。
改稿の際 にr夜 の底 が白 くなった」 とい う部分 が切 り離 され,す っくと立つ。そ
の とき,新 しい冒頭文 もそれ によ って独 立性 を増 し,適 度の非連続感 を保 ちなが
ら,あ ざや かに立 ち上が った。F夕 景色 の鏡 』 の官能 的 に誘い こむ回想 の導入部 を
切0落 とし,r雪 国』 の新 しい冒頭文 は,ま さに く雪 国〉の世 界 を正面 にす えて・象
徴的に幕 を開 く。
トンネルを一っ越 えるだけで車窓 に映ず る風景 が一変す る。新鮮 な驚 きは・やは
り,そ れ だけがすっき りと立つ一文で描 かれ るのがふ さわ しい。「国境 の長 い トン
ネルを抜 けると雪 国で あつた」一 きっぱ 夢とそ う言 い切 ったの は・ そのためでは
なかったろ ラか。
雪国 とい うとらえかたに も,そ れを このよ うにい きなP投 ず る表現 の姿 にも・視
点人物島村 をとお して作 者の感動 が映 っているよ うな気 もす る。改稿 時に トンネル
に新 しく添 えた 「長い」 とい う連俸修飾語 も,空 間的 な距離 の強調 であ るよりは,
闘 に耐 えている心理 的な時間 の強調 であったかも しれない。「長 い トンネル」 とい
う暗が 堕を通 り抜 けた瞬 間,思 い もかけず,〈 雪国>と い う白一色 の世界 が立 ち現
れ る。闇 の底 にぼ うっ と沈む 白いひろが り一 それは けっして華麗 な映像 ではな
い。に もかかわらず,こ のイ メージの展開 は一 瞬のまぶ しさをともなって読者 をひ
きつける。
無為徒労 の現実 の生活が い となまれ るこち らの側 の世界 と,駒 子や葉子 の住 む向
こ う側 の世界一 長 い トンネル の手 前 と先 を,此 岸 と彼岸,つ まP,こ の世 とあの
世 になぞ らえる深読 みが ある。そ う読 んでもおか しくないほ ど,こ の書 き出 しの表
現 がなにや ら意味 あ りげな姿で立 ウていることは疑えない。
(中村 明 『文章 をみが く』 による)
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